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2 Kp- 1　　着装シミュレーションシステムにおける摩擦の表現

○山本泉＊　今岡春樹＊＊

(＊奈良女大・院、＊＊奈良女大)

目的　 近年急速に開発が進みつつある着装シミュレーションシステムにおける、より正

確な着装状態の再現のために、摩擦力を表現するアルゴリズムを開発する。

方法

①摩擦を表現するための具体的なモデルを、現段階では二次元に限定して設定する。本研

究ではピアループに斜面壁を接触させた時の形状変化のシミュレーションを扱う。

②ピアループのモデルにおいて、摩擦力を表現するアルゴリズムを開発する

③摩擦力のアルゴリズムを有効にしたプログラムと有効ではないプログラムの形状予測結

果を比較することにより、摩擦力により形状に違いが出ることを検証する。

④摩擦力のアルゴリズムを有効にしたプログラムにおいて、斜面壁の動かし方を変化させ

た場合の、それぞれの形状予測結果を比較することにより、摩擦力がある場合は形状がそ

の履歴に依存することを検証する。

結果　二次元モデルにおいて摩擦力を表現するアルゴリズムを開発し、それを利用した

プログラムにより、摩擦力の有無によって形状が変化することと、摩擦力がある場合は形

状がその履歴に依存することが確認できた。このアルゴリズムを三次元に応用することに

より、着装シミュレーションシステムに摩擦力を取り入れることができると考えられる。

2 Kp- 2 ファジイ積分モデルによる染色布の変色予測

○村上かおり＊　　今岡春樹＊＊

(＊高知女大，　＊＊奈良女大)

【目的】洗濯や紫外線照射によって起こる布の変色は、消費者の知る権利を擁護する上で

必要な情報であると考えられる。そのためには、布の変色状態を予測し、シミュレーショ

ン画像としてディスプレイ表示できるようなシステムを構築することが望ましい。そこ

で、本研究では劣化情報として紫外線照射による染色布の色の変化について、ファジイ積

分モデルによる予測を行い、その有効性を検討した。

【方法】天然染料（ユズ果皮）により染色した絹布に紫外線を32 時間照射し、試料布を

作成した。試料布をスキャナにより画像情報として提示できるように取り込み、各画素の

RGB 値を記録した。紫外線照射前の試料布の各画素におけるRGB 値を用いて、32 時間

後のRGB 値をChoquet 積分モデルならびに多重線形ファジイ積分モデルにより同定し

た。

【結果】Choquet 積分モデルの場合、変数選択を行った結果、R,G,B,R ∧Ｂの４変数が選

択された。多重線形ファジイ積分モデルの場合、R,G,B,R･G,G･ Ｂの５変数が選択され、

多重線形ファジイ積分モデルの方が精度が高くなった。また、これらのモデルより得られ

た回帰式より32 時間後の理論値を算出、予測による画像を作成し、実画像と比較分析し

た。
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